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本学の教育方針
教育（専攻）の目的

人間・福祉・仏教をキーワードに、社会福祉の理論と実践に関する高度な学識を養い、社会福
祉における基礎的・体系的な研究能力を備えた社会福祉各領域の専門家及び指導者の養成を目的
とする。

「修了認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）
本研究科は、建学の精神である「和の精神」を大切にしながら、社会福祉の独自性・専門性を

身につけ、精深な学識ならびに広い視野をもち専門的な業務に従事するに必要な研究能力を修得
した福祉専門職、研究者、教育者となる人材を育成する。

博士前期課程
① 基本的・体系的な研究能力を修得している。

仏教精神に基づいた自立と共生についての理解を深め、基本的・体系的な研究能力を修得
している。

②社会福祉に関する高度な専門性を修得している。
社会福祉の各領域・分野における専門知識、問題解決能力、社会福祉実践能力などの高度

な専門性を修得している。
③指導的役割を担う力を修得している。

社会福祉の実践の場において指導的役割を担い、スーパービジョンができる。

博士後期課程
① 精深な学識と高度な研究能力を修得している。

仏教精神に基づいた自立と共生についての理解を深め、広い視野に立つ精深な学識と高度
な研究能力を修得している。

② 社会福祉に関する高度な専門性と研究を継続していく力を修得している。
社会福祉の各領域・分野における高度な専門性をもち、変化し続ける社会状況における様々

な社会福祉問題の研究を継続していく力を修得している。
③ 明確な研究テーマと新たな知見を生み出す力を修得している。

明確な研究テーマを持ち続けることにより、先見的かつ実証的な社会福祉に関する新たな
知見を継続して生み出していく力を修得している。

「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）
本研究科における「修了認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）で掲げた人材を養成

するために、人間福祉をキーワードとし、各専門分野を体系的に網羅した授業科目を配置した教
育課程編成をおこなっている。

【人文社会学研究科人間福祉学専攻】
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博士前期課程
１）社会福祉の理論と実践に関する高度な学識を養い、社会福祉における基礎的・体系的な研

究能力を備えた研究者ならびに高度の専門性を有する社会福祉各領域の専門家及び指導者の
養成を目的とした専門科目を配置している。

２）カリキュラムは「基礎理論分野」「政策・制度分野」「援助技術分野」の３分野を中心に編成し、
それぞれに専門講義科目、専門演習科目、専門研究科目を開講している。

博士後期課程
１）専門的な研究指導のもと博士前期課程における研究を深化させ、社会福祉の専門研究者と

して自立して継続的に研究する能力を養い、その学問的体系を構築しうる高度の見識と豊か
な学識を具備する研究者・教育者ならびに高度の研究能力と指導力を持つ専門的人材養成を
目的とした教育課程を編成している。

２）カリキュラムは「基礎理論分野」「政策・制度分野」「援助技術分野」の３分野を中心に編成し、
それぞれに特殊研究科目、特殊演習科目、特殊講義科目を開講している。

「入学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー）
本学の建学の精神と本研究科における育成する人材、「修了認定・学位授与の方針」（ディプロマ・

ポリシー）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を踏まえて、受け入れる入
学者に次のような能力を求める。

博士前期課程
１）人と人が切り離され孤立していくことが多い現代社会において、本学の建学の精神である

仏教精神、すなわち自己を知り他者を尊重する精神を持ち、それを実現できる人
２）社会福祉の基礎知識と総合的な学力及び理論的・実践的に研究する能力を持ち、研究に対

する真摯な姿勢を持ち、学究に努力する人
３）少子高齢化、グローバリゼーションの進展等により増大する生活課題に関する社会福祉の

向上に対しての熱意を持ち、それを実現できる人

博士後期課程
１）本学の建学の精神である仏教精神、すなわち自己を知り他者を尊重する精神を持ち、且つ

研究に対する真摯な姿勢を持ち、学究に努力する人
２）社会福祉領域に関する高度な専門知識と研究能力を身につけ、優れた研究を行うことがで

きる人
３）様々な社会問題・生活問題に対する知見を備え、その解決のために自ら問題点を発見し、

それを解決しうる高い能力を持っている人
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「修了認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）
本学の建学の精神である「理想とする未来像を描き、その実現のための強い意志を鍛える」に

基づいて設置する看護学研究科は、学園訓である「和」の精神を大切にしながら、看護の独自性・
専門性を追求しつつ、今後の知識基盤社会において実践・研究・教育の場で活躍できる高度専門
職業人・研究者・教育者となる人材を育成する。

博士前期課程
＜共通＞

１）看護実践を科学的・論理的に探求できる。
看護実践に潜む経験知を大切にしながらも、根拠に基づく看護を目指して、看護現象を科

学的・論理的に探求できる。
２）高い倫理性を身につけ、看護の質向上に関与できる。

看護職者としての誇りと高い自覚に基づいて、常に理想の看護を探求しながら、人間と命
の尊厳を遵守し、絶えず看護実践・研究・教育の質の向上に関与できる。

＜研究者コース＞

１）実践に即した研究課題を明確にし、適切な方法を選択して研究に取り組むことができる。
看護実践の経験の中から自ら解明したい課題を明らかにして、文献検索・検討を通して先

行研究の成果を理解したうえで、自らの課題解明のために適切な研究方法を選択して研究に
取り組むことができる。

２）看護職の教育的機能を理解し、現任教育や基礎教育に関わることができる。
看護実践における健康教育や患者教育等の看護職の教育的機能を理解し、実践の場におけ

る現任教育や看護専門学校や大学教育など基礎教育に関与することができる。

＜専門看護師コース（精神看護学・老年看護学・災害看護学）＞

１）高度な専門知識と技能を有し、基本的な研究力を修得している。
学士課程教育の基盤の上に高度な知識を持ち、生涯を通して学修を継続する力と新たな知

識を常に修得する姿勢・態度を有している。また研究活動において、情報を駆使しアイデア
を発展させ、応用する創造力を修得している。

【看護学研究科看護学専攻】
本学の教育方針
教育（専攻）の目的

人間と命に対する畏敬の念と高い倫理観に基づき、居宅や医療・保健、福祉機関で提供される
看護ケア方略開発に向けて、科学的根拠に基づいた研究ができる力、あるいは高度実践看護師（専
門看護師）に求められる実践能力を培うことを目的とする。
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２）高度な実践を遂行できる力と協働する力を修得している。
高度で普遍性のある教養を身につけ、知識を統合する能力を有し、自らの知識や理解を適

用する際の社会的、倫理的責任を考慮しつつ、また人間と命に対する尊厳についての深い理
解のもと、他分野と連携し複雑な課題を解決し高度な実践を遂行できる力を修得している。

３）グローバルな視点をもち、地域に根ざして行動する力を身につけている。
現代社会が直面する医療問題の解決に挑戦するために、多様な文化・制度等を理解し、学

際的・国際的に通用する専門知識・技能及び自らの考えをもち、それらを専門家にも一般の人々
にも、明確に伝えることができるコミュニケーション力及び行動力を身につけている。

４）地域社会を牽引するリーダーシップ力と調整力を身につけている。　
自らの知識と技能及び問題解決能力を、専門分野において、またより広い学際的な領域に

おいて発揮し、地域社会における制度設計や変革を牽引するリーダーシップ力と調整力を身
につけている。

博士後期課程
１）人間と命の尊厳に対する深い理解と看護現象に対する洞察力ならびに自立して研究を遂行

できる研究力を修得している。
人間の健康に関わる諸現象を対象とする看護実践は、人間への深い理解と命の尊厳を遵守

することを基盤にした長い歴史をもつ営みであり、それを支える看護学は、実践の質を高め
るための研究の成果によって成り立っている。これらに関与できる博士後期課程修了者は、
看護現象を自立して探求し続けることのできる研究力を修得している。

２）健康問題／課題解決に向けて、グローバルな視点で探求し教育できる力を修得している。
多様化・複雑化している人々の健康問題・課題に対して、学際的なグローバルな視点に立

って探求するとともに、人々への健康教育をはじめ現職者や看護学生への教育に関与するこ
とのできる教育力を修得している。

３）看護学の発展に寄与するとともに、研究結果を国内外に向けて発信できる力を身につけて
いる。

諸学問の中での看護学は発展途上にあることを理解し、その発展に寄与するとともに、看
護学の研究成果を国内のみならず海外に発信し、国際的なコミュニケーションを拡大できる
力を身につけている。
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「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）
博士前期・後期課程のそれぞれの「修了認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）を実

現すべく、両課程において共通科目と専門科目から編成されている。また、専門科目においては、
共通して基盤看護学分野・生涯発達看護学分野・広域看護学分野の３分野を設けている。

博士前期課程
博士前期課程においては、看護実践の拠りどころとなる研究力とともに教育力を有する研究者

を育成する「研究者コース」と、高度実践看護師を養成する「専門看護師コース（精神看護学、
老年看護学、災害看護学）」を設け、両コースの基盤的な理論等を学ぶ共通科目とともに、各コー
スに分野・領域に応じた専門科目を配置して編成する。

そのため、博士前期課程における「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を
次のように定める。

＜共通＞

１）看護実践の基盤となる理論を学ぶ科目を配置する。
２）科学的根拠に基づいた質の高い実践を目指した研究のできる基礎的な能力を培うための科

目を配置する。
３）高い倫理性を身につけた専門職業人を育成するための科目を配置する。

＜研究者コース＞

１）研究の一連のプロセスを確実に理解し、研究課題の焦点化ができるように科目を配置する。
２）基礎教育や現任教育に関与できるための基礎的な教育力を涵養するための科目を配置する。

＜専門看護師コース（精神看護学・老年看護学・災害看護学）＞

１）人々の多様なニーズに応える高度看護実践能力を培うために、高度実践力、相談力、調整力、
倫理調整力、教育力、研究力、の６つの能力を修得できるように科目を 3 領域（精神看護学・
老年看護学・災害看護学）に配置する。

２）学生自身が自らの実践能力を主体的に高められるように科目を配置する。

博士後期課程
博士後期課程においては、前期課程で培った研究力をさらに発展させるための各種の研究方法

を駆使する能力やグローバルな視点で探究できる学識を深めるための専門科目と演習等を組み合
わせて編成する。

そのため、博士後期課程の「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を次のよ
うに定める。

１）看護学の担い手となる研究者として、各種の研究方法を駆使できる力を培うための科目を
配置する。
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２）グローバルな視点で探求できる教育者として、専門分野の学識を深めるために各専門分野
に特論と演習を配置する。

３）看護学の発展に向けて、学際的・国際的視野にたって発信できる力を培う科目を配置する。

「入学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー）
本研究科における育成する人材、「修了認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教

育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）を踏まえて、受け入れる入学者に次のよう
な能力を求める。

博士前期課程
１）看護学の基礎的能力を有し、深い洞察力を持ち、自らの看護観を表現できる人
２）看護専門職としての自覚と誇りを持ち、看護の質向上を目指せる人
３）看護学の教育者・研究者への強い動機を有し、論理的思考のできる人
４）看護専門職者として、生涯学習への強い動機を有し、それを実現できる人

博士後期課程
１）実践・教育などの多様な場においてリーダーシップを発揮できる人
２）看護学の発展に寄与できる研究力及び教育力を身につけるための強い意志を有する人　
３）学際的・国際的な視野を持ち、看護実践・看護学の発展・変革を目指せる人
４）自らが専門とする看護実践・看護学を深め、次世代の育成を目指せる人


